






















































Effects of Improvement of Catching Ability on Perceived Physical Competence and 
Physical Activity of Primary School Pupils （I）：Creating a Learning Program to 
Improve the Catching Ability
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動構造を検討し，分習法による 3 段階からなる学習プログラムの枠組みを作成した。次に，第 1・2・3 段階それぞれに
おける学習プログラムの具体的内容を検討し，30 分× 7 回で構成される「捕球能力」向上学習プログラムを作成した。
キーワード：捕球能力，学習プログラム，運動有能感，身体活動
Key words：catching ability，learning program，perceived physical competence，physical activity


















































































































































































































































































































































胸部 ボールが向かってくる方向に向ける。 ボールが向かってくる方向に向ける。 ボールが向かってくる方向に向ける。


























































































































て，3 つの段階に分けて指導する。本項では，第 1 段階，
第 2 段階，第 3 段階別の具体的学習内容を提示する。
①第 1段階





























































































































































































































































































捕 球 動 作





胸 骨 角 よ り 下 の 捕 球
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捕 球 動 作
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第 1 段階，第 2 段階，第 3 段階それぞれにおける学習プ
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　本研究における論文への写真掲載については，事前に
学校長，保護者に研究の趣旨，方法及び個人情報への配
慮等を説明し，承諾を得ている。
159捕球能力の向上が児童の運動有能感及び身体活動に及ぼす影響（Ⅰ）
